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消防団による消火訓練

′!

１
月
２６
日

（月
）
、
田
中
の
多
聞

神
社

（荒
谷
毘
沙
門
堂
）
で
、
魚
沼

消
防
、
消
防
団
第
２
分
団
、
町
内

会
等
に
よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

昭
和
２４
年
１
月
２６
日
、
法
隆
寺

金
堂
の
壁
画
が
焼
失
し
ま
し
た
。

こ
の
壁
画
は
１
３
０
０
年
の
歴

史
を
持

つ
日
本
最
古
の
壁
画
で
、

世
界
的
な
至
宝
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
貴
重

な
文
化
財
を
火
災
、
震
災
、
そ
の

他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国

的
に

「文
化
財
防
火
運
動
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

文
化
財
の
大
半
は
木

・
竹
材
や

繊
維

（布

ｆ
紙
等
）
、
茅
、
桧
皮
等

の
植
物
性
屋
根
材
と
い

っ
た
日

本
の
豊
か
な
天
然
資
源
で
建
築

・

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
化

財
も
老
朽
化
、
乾
燥
化
が
進
み
、

火
が
着
き
や
す
く
な

っ
て
い
ま

す
。町
民
共
通
の
財
産
を
火
災
な

ど
の
災
害
か
ら
守
り
、
い
つ
ま
で

も
後
世
に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

i  ｀

,

町内会による初期消火訓練

所得税・住民税の申告・・・ ゆ◆0こ 摯●2～ 3

児童手当の手続きはお済みですか ?奪 ,,●

町長コラム '・ →い'ら ●●,■ ●''“ ●

平成 15年建築確認等受付件数

農業用免税軽油の免税証を交付します 争●●

電気通信サービスモニター募集 多・ 'Ⅲ Ⅲ→
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所
得
税
は
、
各
人
が
自
分
の
所

得
金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税

額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、

そ
の
所
得
税
額
を
自
発
的
に
期
限

内
納
付
す
る
と
い
う
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
申
告
し
な
か

っ
た
り
、

誤

っ
た
申
告
を
す
る
と
、
後
で
不

足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、

加
算
税
が
課
さ
れ
、
さ
ら
に
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
等
は
、
役
場
の
税
務
課

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
で
書
い
て
確
定
申
告
し
ま

し
よ
手つ
。
　
′

【問
い
合
わ
せ
】

〒
９
４
７

１
８
５
４
０

小
千
谷
市
東
栄
１

‐
５

１
２４

小
千
谷
税
務
署

阻
０
２
５
８

●
８３

・
２
０
９
３

平
成
１６
年
１
月
１
日
現
在
、
湯

沢
町
に
住
ん
で
い
た
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
税
務
署
に

平
成
１５
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人
、
平
成
１５
年
中
の
所
得

が
給
与
の
み
で
年
末
調
整
済
み
の

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
（１５
年
途

中
で
就
職

。
退
職
し
た
人
で
年
末

調
整
を
さ
れ
て
い
な
い
人
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
等
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。
）

◆
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
及
び
預
金
通
帳
等
日
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

②
給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者

の
方
は
源
泉
徴
収
票

③
事
業
を
し
て
い
る
方
は
収
支
明

細
書
及
び
そ
の
資
料

④
不
動
産
や
配
当
所
得
、
そ
の
他

の
収
入
の
あ
る
方
は
そ
の
資
料

⑤
各
種
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ

の
た
め
の
領
収
書
や
証
明
書

⑥
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
収
支
内

訳
書

⑦
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
届
い
て

い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
住
民
税
係

肌
７
８
４

ｏ
３
４
５
２

①
収
支
内
訳
書
の
記
入
や
医
療
費

控
除
の
た
め
の
医
療
費
の
集
計

を
し
て
か
ら
、
相
談
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

記
入

・
集
計
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
会
場
に
お
い
て
ご
自
分
で

計
算
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◆ 申 告 相 談 日 程 ◆

月 16日 か ら 3月 15日 ま で

●対象地露II●I卜I ‐―:蒔 隠 ヽ ●IIIヽ■■i会 場

２

月

16日 (月 ) 小原 。中子・一之町

9100
1

16:00

湯 沢 町 役 場

1階 中会議 室
(旧保健センター)

17日 (火 ) 宮林・添名・駅通

18日 (オく) 原新田 。原・上中

19日 (木 ) 田中・小坂・楽町

20日 (金 ) 堰場・西原・谷地

23日 (月 ) 平沢・滝ノ又・下中

24日 ●k) 戸沢・谷後 。幅下

25日 (水) 七谷切・旭原・諏訪

26日 (木 ) 芝原・萩原・愛宕

27日 (金 ) 栄町・中里・堀切

３

月

1日 (月 )

八木沢・古野 1・ 湯元

9:00
1

16:00

(全町対象)

税務署による申告相談
10:00
!

15:00

2日 (火)

大島・古野 2・ 布場

16 00

9ネ 00

i

(全町対象)

税務署による申告相談 10 :00
1

15:00

3日 (水) 三俣 2・ 松川・滝沢

9100
t

16:00

4日 (木 ) 三俣 1・ 土樽・西中

5日 (金 ) 二居・岩原高原・西山

8日 (月 ) 浅貝・土樽スキー場・下熊野

9日 (火 ) 上熊野・東電・石白・湯鉄神立

10日 (水 )

全町

(上記の日に申告できなかった人)

11日 (木 )

12日 (金)

15日 (月 )

広報ゆざわ H16.2.3   (2)



介護保険のサービス費の自己負担額についても、一般の医療費と同様に確定申告によって医療費控除を

受けることができます。

医療費控除の対象となる金額は、申告者自身又は申告者と生計を―にする配偶者やその他親族のために

支払った控除対象となる医療費及び介護サービス費などの総額です。医療費控除額は、次の計算式によって

計算します。           f

〉

ヽ
１
／
一

介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ
た
方

◆
逮
南
苑
な
ど
の
介
護
老
人
保
健
施
設
又

は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所

さ
れ
た
方
は
、
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る

介
護
費
及
び
食
費
の
自
己
負
担
額
の
会

額
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
ゆ
の
さ
と
園
な
ど
の
指
定
介
護
老
人
穏

社
施
設

（特
別
基
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
入

所
さ
れ
た
方
は
、
介
護
朱
険
の
給
付
対
象

と
な
る
平
成
１５
年
の
介
護
費
及
び
食
費

の
自
己
負
担
類
の
２
分
の
―
に
相
当
す

る
額
が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
」

在
宅
で
介
護
サ
ト
ビ
ス
を
利
用
し
た
方

②
対
象
と
な
る
も
の

次
の
医
療
系
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
保
険

鉤嚇釧期態殴触弟麟闇ω潮期靖頻理
咤

ま
す
。

○
訪
聞
看
護

○
訪
聞
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

○
居
宅
療
奏
．管
理
指
導

○
重
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
の
デ
イ
ケ

ア
）
　
　
　
　
　
　
′

○
短
期
入
所
療
養
介
護

（介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
　
　
　
　

，

①
条
件
付
き
で
対
象
と
な
る
も
の

次
の
居
宅
サ
引
ビ
ス
は
、
妥
介
護

（支
援
）

素
定
を
党
け
、
居
宅
サ
ト
ビ
ス
計
画
に
基
づ

い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
前
記
②
の
い
ず

れ
か
の
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
利
用
し
た
場

合
に
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
費
用

の
利
用
者
負
担
額
の
金
額
が
、
医
療
費
控
除

の
対
象

と
な
り
ま
す
。

○
諺
聞
介
護

（ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
々
）

○
訪
閥
入
浴
介
護

○
通
所
介
護

（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
　

　

　

。

～○
短
期
入
所
生
活
介
護

（特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
医
療
費
控
除
の
確

定
申
告
を
行
う
際
は
、

①
医
療
費
控
除
の
内
訳
書

（医
療
な
ど
を
受

け
た
人
ご
と
に
医
療
費
を
整
理
）

②
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
領
収
書

③
高
額
介
護
サ
ｒ
ビ
ス
費

の
給
付
を
受
け

た
方
は
ぞ

の
決
定
通
知
書
　
　
　
　
ヽ

な
ど
が
蜂
妻
と
な
り
ま
す
。

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

が
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
に
は
、
医
師
の

発
行
す
る
「お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と
「お
む

つ
代
の
領
快
書
」
が
終
妥
で
す
。
た
だ
し
、
お

む
つ
代
に
．つ
い
て
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
２
年
目
以
降
で
、
介
護
保
険
の
妥
介
護

誕
定
に
お
け
る
「ユ
治
医
の
意
見
書
」
に
「寝

た
き
り
状
態
で
あ
り
、
尿
失
禁
の
発
生
可
能

性
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
「町
が

主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
確
素
ｂ

た
書
類
」
を
「お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

福
社
保
健
課
介
護
保
険
係

砒
７
８
４

●
４
５
６
０

t)

「10万円」又は「15年中
の総所得金額等の合計額

の5%相 当額」の内いず
れか少ない金額

医療費控除額
(200万円限度)

保険金などで補

てんされた金額

15年中に支払っ.た
医療費 (対象とな

る介護サービス費

を含む)

障害者控除対象者 の認定 について
所得税法や地方税法では、65歳以上の高齢者については、身体障害者手帳の交付などを受けていない方で

も、身体障害者又は知的障害者に準ずる方として、市町村長の認定を受けた場合、障害者控除の対象となりま

す。

介護保険の雲介護認定を受けている方で、障害者または特別障害者 (寝たきり老人を含む)に該当すると認

められる場合は、申請により「障害者控除対象者認定書」を発行します。該当すると思われる方で、税金の確

定申告などのため障害者控除の認定書が必要な方は申請してください。

問い合わせ…福祉保健課介護保険係 TL 784-4560

(3)



②

Ｑ

Ｏ

⑬

の

と
と
活
“
Ｔ
●
“
？

【
２
月
の
定
時
支
払
に
つ
い
て
】

Ю
月
分
か
ら
―
月
分
ま
で
の
児

童
手
当
を
、
２
月
１３
日

（金
）
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
確
誕
し
て
く

だ
ヽ
ヽ
い
。

【
児
童
キ
当
と
は
】

児
童
キ
当
は
、
生
活
の
安
定
と

児
童
の
健
全
育
成

・
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
基
有
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

○
支
給
対
象
　
　
　
　
　
．

小
学
校
入
学
前
の
児
童
を
奏
有

し
て
い
る
人
。

（た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。
）
　

　

　

　

　

　

ギ

○
手
当
月
額

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
，
０
０
０
円

Ｏ
支
払
に
つ
い
て

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
給

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
毎
年
２

●
６

●
Ю
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

ＦＰ
鑑
、
申
請
者
の
口
座
の
分
か

る
通
帳
等
。

（公
務
員
の
方
は
勤
洗
先
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
）
　

．

Ｏ
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
保
育
係

で
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
出
生
等
に
よ

っ
て
対
象
児
童
が

増
え
た
と
き
。

・
覧
給
若
や
対
象
児
童
の
住
所
が

変
わ
る
と
き
。

・
誰
始
や
え
別
等
に
よ
り
対
象
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

・
受
給
者
の
加
入
年
金
が
変
更
に

な

っ
た

と
き
。

（回
保
年
金
係
だ
け
で
な
く
、
終

ず
保
有
係
に
も
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
）
【
届
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

砒
７
８
４

●
３
０
０
１

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
は
、
車
社
会
に
入
っ
た
昭
和
網
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
被
災
者
の

方
々
に
見
舞
金
を
差
し
上
げ
る
た
め
、
県
下
全
市
町
村
が
共
同
で
始

め
た
事
業
で
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
う
相
互
救
済
制
度
で
す
。

大
き
く
輪
を
広
げ
る
に
は
、
あ
な
た
の
支
え
が
必
要
で
す
。

〉

～
あ
な
た

平
成
１６
年
度
の
加
入
申
し
込
み
は
、
各
町
内
会
長
さ
ん
の
ご
協
力

社
得
て
加
入
手
続
き

（申
込
書
の
配
布
等
）
を
し
て
い
ま
す
。

」
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
交
通
災
害
に
備
え
て
、
会
費
５
０
０

円
で
の
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
マＦ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

＊
申
込

・
問
ｔ、
．合
わ
せ

住
民
課
環
境
生
活
係
・
阻
７
８
４
ｏ
３
４
５
３

ん
な
の
助
け
あ
い
に
つ
な
が
り
ま
す
～

保管場所は必ず確保

0虚偽の届出をすると20万円以下
の罰金

0保管場所標章がない車は運行禁
上。運行禁止命令にそむ くと、
3ヶ 月以下の懲役又は 20万円以
下の罰金

●保管場所の変更届出は 15日 以内
に。無届や虚偽の届出には 10万
円以下の罰金

「青空駐車」や「長時間駐車は厳罰」

0道路を保管場所として使うと、
3ヶ 月以下の懲役又は 20万円以
下の罰金

0道路上の同じ場所に 12時間以上
(夜は 8時間以上)継続して駐車す
ると20万円以下の罰金

駐車違反は大変迷惑です。

絶対にやめましょう。

は

I協力を
コ、ろしくお願し

,|に υます

広報ゆざわ H16.2.8   (4)



〉

も
あ
り
、
平
成
３
年
、
４
年
に

は
観
光
客
数
１
千
万
人
の
隆

盛
を
誇
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

頂
点
と
し
て
減
少
に
転
じ
、
１４

年
度
で
は
７
０
０
万
人
と
１５

年
前
の
規
模
に
縮
小
し
て
お

り
ま
す
。
安
定
し
た
収
益
源
で

あ

っ
た
ス
キ
ー
客
も
減
少
を

続
け
て
お
り
、
近
年
は
特
に
落

ち
込
み
が
大
き
く
、
非
常
に
厳

し
い
事
態
を
迎
え
て
い
ま
す

／。

事
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
存

在
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
す
。
そ
の
な
か
に
は

「自
分

ｉ

は
観
光
と
は
関
係
な
い
」
と
考

え
る
方
も
い
る
Ｒで
し
ょ
う
。
し

か
し
、
観
光
客
の
も
た

‐ら
す
恩

恵

（経
済
効
果
）
は
広
く
町
内

全
域
に
波
及
す
る
も
の
で
あ

り
、
直
接
観
光
客
と
接
す
る
こ

と
の
な
い
仕
事
を
生
業
と
す

る
人
で
あ

っ
て
も
、
観
光
の
浮

，

湯
沢
町
観
光
立
町
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
基
本
方
針
は
、
観
光
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
「よ
う
こ
そ

湯
沢

へ
，
こ
と
い
う

「お
も
て

な
し
」
の
気
持
ち
、
訪
れ
る
人

と
の
心
の
交
流
を
大
切
に
し

で
い
く
こ
と
を
骨
子
と
し
て

い
ま
す
。

観
光
は
２‐
世
紀
の
経
済
を

を
集
約
し
、
住
民

・
企
業

・
行

政
が

一
体
と
な

っ
て
、
共
に
観

光
に
寄
与
し
そ
の
恩
恵
を
分

か
ち
合
う
新
た
な

「ま
ち
づ
く

り
」
の
原
点
と
し
て
、
今
秋
、
声

を
合
わ
せ
て
高
ら
か
に

「観
光

の
ま
ち
湯
沢
」
を
宣
言
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
は

「観
光
立
町
宣
言
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

元
旦
の

「広
報
ゆ
ざ
わ
」
で

も
触
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は

本
年
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
観

光
立
町
宣
言
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
当
町
が
観

光
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

り
、
「今
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
観
光

立
町
宣
言
を
す
る
の
か
」
と
い

う
ご
質
問
を
よ
く
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
こ
の
場
で
宣
言
実

施
の
趣
旨
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

湯
沢
町
は
ス
キ
ー
と
温
泉

を
主
に
観
光
を
基
幹
産
業
と

し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
一局
速
交
通
網
整
備
の
恩
恵

●

観
光
の
ま
ち
湯
沢
は
存
亡
の

危
機
を
迎
え
て
い
る
と
い

っ

て
も
過
言
で
は
な
く
、
全
町

一

丸
と
な

っ
て
観
光
再
生

へ
取

り
組
む
こ
と
が
急
務
と
な

っ

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
湯
沢
町
を
支
え
ざ

る
産
業
は
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
農
林
漁
業
、
商
工
、
土
木
建

設
、
そ
の
他
多
数
の
業
種
に
従

沈
は
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す

こ
と
を
ぜ
ひ
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
沢
町
の
観
光
再
生
は
、
即

ち
町
全
体

の
再
生

で
あ
り
、

「観
光
立
町
宣
言
」
は
、
こ
れ
を

全
町
民
の
共
通
認
識
と
し
て

意
志
統

一
を
図
る
機
会
と
す

る
も
の
で
す
。
宣
言
の
実
施
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
秋
、

牽
引
す
る
産
業
で
あ
る
と
い

わ
れ
、
国
も
観
光
重
視
の
政
策

√
乾
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
人ヽ
と

の
交
流
、
心
の
つ
な
が
り
を
求

め
る
気
持
ち
は
、
時
代
の
変
遷

や
経
済
の
動
向
を
超
え
た
人

類
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
観
光

は
将
来
性
の
あ
る
有
望
な
産

，業
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

わ
が
湯
沢
町
は
人
々
を
惹

き

つ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

に
満
ち
て
お
り
、
み
ん
な
で
カ

を
合
わ
せ
れ
ば
、
人
材
も
含
め
、

更
な
る
新
し
い
資
源
や
現
存

資
源
の
新
し
い
価
値
が
多
数

見

つ
か
る
は
ず
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
展
開
方
法
が
定
ま

り
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
皆
様
が
気
軽
に
参
加

し
や
す
い
手
法
で
多
数
の
声

ホ

史職名 氏名 (敬称略) 所属団体名
本 田  一 郎 湯沢町観光協会長

E 委 員長 岸 野  雅 人 湯沢商工会長
委   員 師田 富士男 'Mt.百場観光協議会長
″ 高 橋  義 勝 湯沢つちたる観光協議会長
″ 小 林  庄 一 湯沢・ 神立観光連絡協議会長
″ 山 中  誠 治 湯沢町スキー場振興協議会総務企画委員長
″ 樋 口  新 一 湯沢町役場産業観光課長
佐 藤  清 美 湯沢町役場産業観光課商工観光課係長
高 橋 .正 明 湯沢町観光協会事務局長″
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前年 増減

確認申請 21 3 1 0 9 餡 引 △ 知

工事届 2 0 0 0 2 4 5 △ 1

計画通知 0 0 0 0 4 4 2 2

61 △ 19

前年 30 4 2 3 2 61

増減 △ 7 △ 1 △ 1 △ 3 △ 7 △ 19

と

平
成
１５
年
建
築
確
認
等
受
付
件
数

平成 15年の建築確認の申請件数は 42件と前
年を 19件下回り、平成 12年から4年連続減少
しています。

用途別で見ると、一般住宅が 23件と最も多く
なっています。
【問い合わせ】建設課都市計画係 TEL 784-4852

V
■ 。

買

い
物
で
く
ら
し
を
変
え
よ
う

・
！
ご
み
半
裁
暴
氏
逹
功

南
魚
・４中
魚
実
践
活
動
報
告
会
　
来
場
者
募
集

■
日
時
２
月
１９
日

（木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ぅ

午
後
１
時
調
分
～
４
時
鮒
分
　
　
●

■
会
場
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
越
路
荘

全
ハ
日
町
小
栗
山
）

■
日
程

・
基
調
講
演

中
村
一
茂
さ
ん

（新
潟
日
報
　
学
芸
部
記
者
）

演
題

「地
域
社
会
　
み
ん
な
で
取
り
組
む
　
ゞ
」み
半

減
運
動
」

・
ご
み
半
減
活
動
の
事
例
紹
介

目丸
山
　
将
範
さ
ん

（株
式
会
社
　
原
信
　
人
事
総
務
部
）

目富
井
　
冨
士
子
さ
ん

台
有
機
の
里
　
川
西
」
事
務
局
長
）

太
田
　
祐
子
さ
ん
　
　
　
ヽ

（県
ご
み
減
量
推
進
地
域
り
１
ダ
ー
〉

角
田
　
ケ
イ
子
さ
ん

（県
ご
み
減
量
推
進
地
域
リ
ー
ダ
ー
）

固
脚
国

南
雲
　
質
さ
ん

（南
魚
沼
郡
広
域
連
合
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
そ
の
他

各
種
パ
ネ
ル
や

マ
イ
バ
ッ
グ
の
展
示

■
主
催

「買
い
物
で
く
ら
し
を
変
え
よ
う
」
ご
み
半
減
県
民
運

動
実
行
委
員
会
、
新
潟
県
市
長
会
、
新
潟
県
町
村
会
、
新

潟
県
■
共
催
十
日
町
市
、
湯
沢
町
、
塩
沢
町
、
六
日
町
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町

■
申
込
締
切

２
月
１２
日

（本
）

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
　
，

六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
環
境
セ
ン
タ
ー
環

境
課
　
　
ヘ

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
（入
場
無
料
）

硼
７
７
２

●
８
１
５
４
　
　
　
　
　
・

駅
７
７
２

●
２
１
９
０

Ｅ
メ
ー
ル
…
ど
（司畠
三
⑧
尋
〓

Ч
Ｌ
」
一一器
言
・
七

ギ

‐ B'

咤
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米
毅
取
扱
事
幸
若
は
、
「養
無
創
」
か
ら
「局
出
制
」
へ‘

「主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の

安
定
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を

改
正
す
る
法
律

（平
成
１５
年
法
律

第
１
０
３
号
）
が
平
成
１５
年
７
月

４
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
１６
年
４

月
―
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
現
行
の

計
画
流
通
制
度
（業
者
登
録
制
度
）

が
廃
止
さ
れ
、
平
常
時
に
お
い
て

は
米
の
流
通
関
係
者
の
主
体
性
を

重
視
す
る
観
点
か
ら
、
流
通
の
統

制
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

子だ
。た
だ
し
、
米
不
足
等
の
緊
急
時

に
的
確
に
対
応
す
る
終
要
が
あ
る

た
め
、
平
常
時
か
ら
流
通
業
者
の

確
実
な
把
握
等
に
よ
り
、
政
府
備

音
米
の
売
却
先
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
緊
急
時
に
お
い
て
適
切
な

命
今
が
発
勤
で
き
る
よ
う
、
米
穀

の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を
行
お

う
と
す
る
者
に
主
た
る
事
務
所
等

を
届
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

とに
。

《
業
者
届
出
制
度
の
概
要
》

①
米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業

を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
事
業

開
始
前
に
威
林
水
産
大
臣
に
開

始
届
を
提
出
。
（事
業
規
模
知
精

米
ト
ン
未
満
の
者
を
除
く
）

②
届
出
事
業
者
は
、
届
出
事
項
の

変
更
又
は
事
業
を
廃
上
し
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
農
林
水
産
大

臣
に
変
更
届
又
は
廃
止
届
を
提

ｉ
ｂ

西

。

③
届
出
事
業
者
は
、
憬
簿
を
備
え
、

姓
要
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も

に
、
３
年
間
の
保
存
義
務
を
負

、
ｎ
′
。

④
①

の
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
届
出
を
し
て
米
穀
の
出
荷
又

は
販
売
の
事
業
を
行

っ
た
者
は
、

５０
万
円
以
下
の
罰
金
。

⑤
②
の
変
更
届
出
着
し
く
は
廃
止

届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
た
届
出
事
業
者
は
、
１０

万
円
以
下
の
過
料
。

③
③

の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
ィ．

を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、

着
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、

又
は
帳
鋒
を
保
存
し
な
か
っ
た

者
は
、
１０
万
円
以
下
の
過
料
。

《
経
過
措
置
》
　

　

一

〇
平
成
１６
年
４
月
―
日
現
ど
〔
現

行
食
糧
法
に
基
づ
く
登
録
卸
売

業
者
、
登
録
小
売
業
者
、
登
録
出

・
荷
取
扱
業
者
及
び
自
三
流
通
法

人
ｔ
つ
い
て
は
、
同
日
か
ら
癌

出
事
業
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
．

ヽ
で
、
改
め
て
届
出
手
続
き
を
す

る
強
妥
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｏ
平
成
皓
年

４
月
十
日
現
在
、
現

行
食
糧
法
に
基
づ
く
計
画
外
流

通
米
の
み
を
取
り
扱
ち
て
い
る

事
業
者
で
か
つ
事
業
鷲
ぽ
２０
精

米
ト
ン
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、

同
年
４
月
末
ま
で
に
事
業
開
始

の
届
出
を
晨
林
水
産
大
臣

へ
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
現
行
食
糧
法
に
基
づ
く
登
録
卸

売
業
者
登
録
簿
及
び
登
録
小
売

業
者
登
録
簿
は
、
平
成
１６
年
４

月
Ｉ
Ｐ
に
都
道
府
県
知
事
か
ら

農
林
ポ
産
大
臣

へ
引
継
が
れ
ま

す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

県
農
林
水
産
部
食
品
流
通
課
市

場
係ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

●
５

３

０

５

と

()農業用免税軽油の免税証を交付します

農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー

・
コ
ン
バ
イ
ン
等
に
使
用
す
る
免

税
軽
油
の
購
入
に
必
要
な
免
税
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【交
付
日
時
】

，２
月
２５
日

（水
）
。
２６
日

（木
）　
　
　
　
・

年
前
９
時
～
年
後
４
時

【場
所
】

六
日
町
総
合
庁
舎
　
一ハ
日
町
県
税
事
務
所

【持
参
す
る
も
の
】

①
昨
年
に
引
き
続
き
申
請
す
る
場
合

・
免
税
軽
油
使
用
者
証

（機
械
を
買
い
替
え
た
場
合
は
機
械
の
所
有
証
明
ガ
必

要
）

・
耕
作
面
積
証
明
書

（農
業
委
員
会
が
証
明
す
る
も
の
）

・
印
鑑
　
　
ヽ
　

ヽ

（共
同
で
申
請
す
る
場
合
は
全
員
の
も
の
）

②
今
年
初
め
て
申
請
す
る
場
合

・
機
械
の
所
有
証
明

（販
売
店
等
が
証
明
す
る
も
の
）

・
耕
作
面
積
証
明
書

（農
業
委
員
会
ガ
証
明
す
る
も
の
）

・
印
鑑

（共
同
で
申
請
す
る
場
合
は
全
員
の
も
の
）

【申
請
手
数
料
】

免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交
付
申
請

（新
規
交
付
申
請
、

更
新
交
付
申
請
、
亡
失
等
に
よ
る
再
交
付
申
請
）
を
行
う

場
合
は
、
手
数
料
の
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
手
数
料
の
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

４
０
０
円

Ｏ
手
数
料
の
納
付
方
法

新
潟
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付

【間
い
合
わ
せ
】

六
日
町
県
税
事
務
所
課
税
課

Ｒ
７
７
２

・
２
６
６
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
′

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
視
点
Ｌ

立

っ
た
電
気
通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

利
用
者
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
今
後
の
電
気
通
信
行
政
に
反
映
よ
せ
る

た
め
、
平
成
１６
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

を
下
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
資
格
）

電
話
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
が
あ
る
満
２０
歳
以
上
の
方
で
、
活
動
内
容

の
②
の
活
動
を
行
う
こ

。
と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、

総
務
省
及
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ

る
方
並
び
に
そ
の
方
の
ご
家
族
を
除
き
ま
す
。

（
活
動
内
容
）

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回

答

（年
２
回
実
施
予
定
、
全
員
）

②
総
務
省
が
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席

（年
１
回
開
催
予
定
、
別
途
出
席
を
お

願
い
す
る
方
）

〈委
嘱
期
間
》

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
１７
年
３
月
３‐
日

ま
で
の
１
年
間

《募
集
人
員
》

新
潟
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
　
別
人

長
野
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
　
２０
人

（全
国
で
１
，
０
０
０
人
程
度
）

ト

《応
募
方
法
》

は
が
き
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
常
職
業
及
び
応
募
の
動
機
を

記
入
し
、
表
面
に

「
モ
ｉ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の
上
、

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
あ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

オ

《募
集
期
間
）
　

´

２
月
郷
日

（金
）
ま
で

（当
凰
消
印
有
効
）

《
謝
金
》

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
及

郎識金二勢油発犠吐い苅端如ぃただぃた方主別

〈
選
考
結
果
の
通
知
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
方
に
、
平
成
１６
年
３
月

末
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
先

・
問
い
合
せ
先
》

〒
３
８
０

１
８
７
９
５

′

長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地

総
務
省

信
越
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部

電
気

通
信
事
業
課
　
　
　
　
　
　
上

阻
０
２
６

●
２
３
４

●
９
９
４
８
　
　
　
，

職
員
年
頭
訓
示
／
町
内
年
始
ま
わ
り
　
　
　
　
　
，

消
防
出
初
式

郡
内
年
始
ま
わ
り
／
湯
沢
温
泉
旅
館
組
合
新
年
会

電
源
開
発
来
庁
／
雪
上
車
両
安
全
運
転
誌
習
会
／
三
役
会
議

課
長
会
議
／
電
通
年
賀
会

東
京
新
潟
県
大
会

魚
沼
地
域
医
療
高
度
化
検
討
会
議
／
職
員
親
族
葬
儀

秋
山
庄
太
郎

一
周
思
出
席
／
国
上
交
通
省
要
望

全
二
俣
地
域
振

興
対
策
）

Ｎ
Ｔ
２‐
社
長
来
庁
／
観
光
立
町
宣
言
推
進
委
員
会
／
Ｊ
Ｒ
新
潟

支
社
冬
季
国
体
打
ち
合
わ
せ
／
新
春
町
民
年
賀
交
歓
会

県
町
村
会
理
事
会
／
知
事
を
囲
む
新
春
懇
談
会

新
潟
県
観
光
の
集
い
、
賀
詞
交
歓
会
／
冬
季
国
体
知
事
要
望

浴
場
視
察

（ま
ん
て
ん
星
の
湯
）

六
日
町
土
木
事
務
所
要
望
／
越
後
湯
沢
民
宿
組
合
新
年
会

越
後
湯
沢
駅
長
要
望
／

（社
）
地
域
医
療
振
興
協
会
要
望

郡
町
村
会

文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練
／
新
春
互
礼
会
／
湯
沢
温
泉
観
光

協
会
新
年
会

来
年
度
予
算
町
長
査
定
、

来
年
度
予
算
町
長
査
定
／
南
魚
沼
郡
土
木
振
興
協
議
会

　
　
．

議
会
全
員
協
議
会
／
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
策
定
委
員
会
／
北
陸

地
方
整
備
局
長
来
庁

来
年
度
予
算
町
長
査
定
／
ス
キ
ー
全
国
大
会
出
場
者
激
励
式

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

１０

日

・
・３

日

‐４

日

島

日

２７

日

２８

日

２９

日
26 23 22 21 20 19 16
日 日 日 日 `..日 日 日

30
日

広報ゆざわ H162.3   (8)



【
採
用
人
数
】

夜
問
察
母
―
人

【
勤
務
地
】

奏
護
老
人
ホ
ー
ム
魚
沼
荘

（六
日
町
大
字
長
森
）

【
妥
件
】

昭
ゎ
２４
年
４
月
十
日
か
ら
昭
和

３４
年
４
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
高
船
者

の
介
護

に
熱
意

と

愛
情
の
あ
る
者
。

【
勤
務
時
間
】

午
後
５
時
～
翌
日
午
前
９
時

（仮
眠
時
間
を
含
む
。
）

【
勤
務
日
数
】

ｌ
ヶ
月
の
う
ち
約
１０
日
間

（３
人
で
の
交
替
勤
務
）

【
待
運
】

南
魚
沼
郡
広
域
連
合
の
規
定
に

よ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

２
月
２７
日

（金
）
ま
で
に
、
市
販

の
履
歴
書
に
蜂
妥
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
選
考
方
法
】

書
類
選
考

（姓
妥

に
應
じ
て
面

接
を
行

い
ま
す
。
）

【
任
用
期
間
】

平
成
１６
年
４
月
十
日
～
平
成
１７

年
３
月
３十
日

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
郡
広
域
連
合
総
務
課

胆
７
８
２

●
０
８
６
０

【
日
時
】

２
月
１２
日
火
木
）

午
後
２
時
１５
分
～
３
時
４５
分

【
テ
ー
マ
】

も
の
づ
く
り
が
日
本
を
か
え
る

【講
師
】
　
　
　
　
　
　
　
　
′

小
関
　
智
弘

氏

（ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

【
場
所
】

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
ダ
ー

【受
講
料
】

無
料

【
申
込
方
法
】

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
サ
ン
テ
ツ
ク
ス
ク
ー
ル

ＴＥＬ

７

７

２

●

４

５

５

４

新
規
に
事
業
を
始
め
た
い
、
新

規
に
雇

い
入
れ
を
し
た
い
、
や
む

を
得
ず
社
員
を
減
ら
し
た
い
、
残

業
時
間
を
減
ら
し
た
い
、
こ
ん
な

と
子
に
国
の
支
援
制
度
が
あ
り
ま

す
。【資
料
請
求

。
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
労
働
局
職
業
対
策
課

砒
０
２
５
●
２
３
４
●
５
９
２
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日ヽ
町

ＴＥＬ

７

７

２

●

３

１

５
，

７．

人権擁装季員に

枝村久男さん

種村久男さん (幅下)が、法務大
臣から平成 16年 1月 1日 付けで引

き続き人権擁護委員に委嘱されま

した。

人権擁護委員は、人権の侵害が

ないか見守り、もし、侵害があった

場合には、その相談相手になり、適

切な処置を講ずることによって救

済を図ります。また、人権思想の普

及高揚にも努めています。

なお、相談は無料で、秘密は厳守

されます。お気軽にご相談 くださ

ヤヽ。

司法書士による相続登記の無料相談月間

新潟県司法書士会では、毎年 2月 の lヶ 月間を「相

続登記はお済みですか月間」と定め、相続登記につい

ての県内一斉無料相談キャンペーンを実施していま

す。

この機会にお近 くの司法書士事務所にご相談くだ

さい。相続登記や諸手続きについて、無料で相談に応

じています。また、1年を通じて毎週水曜日の午後 1
時 30分から 4時まで、無料相談に応じていますので
ご利用ください。

【相談・問い合わせ】

新潟県司法書士会

TEL 025-228-1589

2月 は新潟県の「労働相談強化月間」

長岡労政事務所では、労働に関するさまざまな相

談に応じています。「突然、辞めてくれと言われた」
「賃金や残業手当を払ってくれない」「就業規則変更の

留意点は」など、労働に関することなら何でも気軽に

ご相談ください。

相談は無料、秘密は厳守されます。

労働相談アドバイザー (社会保険労務士)|こよる出

張労働相談会を定期的に開催しています。

【相談日時】

毎週水曜日午後 1時 30分～ 5時

【場所】

六日町役場

※相談は予約制です。

【予約・問い合わせ】

長岡労政事務所 TL 0258-37-6110

？

・

い
ま
せ

(9)



レ

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
曜
日
も
電
話
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
患

質
商
法
の
被
害
で
お
困
り
の
方
の

相
談
に
應
じ
て
い
る

「県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
日
曜
日
も
電

話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
１０
時
ヽ
午
後
４
時
３０
分

（土
曜

・
机
日

ｏ
年
末
年
始
は
休

み
）【相
談
方
法
】

・
電
話

０

２

５

●

２

８

５

●

４

１

９

６

（相
談
専
用
）

・
来
所
月
～
金
曜
日

・
文
書
電
子
メ
ー
ル
は
除
く

【聞

い
合
わ
せ
】

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

租
０
２
５
′●２
８
１
●
５
５
１
６

【会
場
】
　
　
　
　
・

・
変
更
前

長
岡
総
合
庁
谷

・
変
更
後

長
岡
建
設
会
館
―
階
ホ
ー
ル

（長
岡
総
合
庁
谷
な
な
め
向
か
じ

【
日
時
】

２
月
２０
日

（金
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時
３０
分

【聞

い
合
わ
せ
】

県
教
育
庁
文
化
行
政
課
文
化
係

砒
０
２
５
●
２
８
５
●
５
５
１
１

２
月
Ｈ
日

（本
）
は
、
岩
の
湯
の

「

定
休
日
で
す
が
営
業
し
ま
す
。

振
替
休
日
は
、
２
月
１３
日

（合
）

に
な
り
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

ｎ
７
８
４

●
１
５
１
１
　
，

五
日
町
病
院
の
精
精
科
医
師

に

よ
る
趙
の
相
談
会
が
あ
り
■
す
。

ご
本
人
で
も
、
ご
家
族

の
方
で
も

け

っ
こ
う
で
す
。
事
前

に
予
約
が

蜂
妥
に
な
り
ま
す
の
で
申
し
込
ユ

く
だ
と

い
。
相
談

に

つ
い
て
成
固

く
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
が
ま
も
ら
れ
■
す

す
。の
で
ご
安

趙
く
だ
さ

い
。
相
談

夕
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に

医
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
み

マ

ま
せ
ん
か
。

【
相
談
内
容
】

　

．

最
近
眠
れ
な
い
日
（
続
く
、
気

分
が
す
ぐ
れ
ず
や
る
気
が
お
き
な

い
、
お
酒
に
つ
い
て
の
問
題
、
行
動

が
お
か
し
い
、
痴
果
に
つ
い
て
な

ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

【
日
時
】

２
月
２５
日

（水
）

午
後
―
時
５０
分
～

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
ア
ー

【申
込

・
聞
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

砒
７
８
４

●
３
１
４
■

【期
間
】

２
月
２３
日

（月
）
～
３
月
９
日

（火
）

（土

・
日
を
含
む
。
）

【時
間
】

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

【場
所
】

湯
沢
町
役
場
産
業
観
光
課

【聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（総

務
課
内
）

砒
７
８
４

●
３
４
５
１

（谷
地
、
雅
和

・
純
子
さ
ん
）

紋

原
、
賢
治

・
貴
子
さ
ん
）

（中
子
、
雄
治

・
洋
美
さ
ん
）

（幅
下
、
７７
歳
）

（堰
場
、
９３
歳
）

（宮
林
、
６９
歳
）

（二
居
、
８７
歳
）

（原
新
田
、
９‐
歳
）

（小
坂
、
８４
歳
）

（土
樽
、
７２
歳
）

（楽
町
、
９７
歳
）

１

月

８

日

１

月

１０

日

声

１

月

１４

日

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

占
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
さ
い
を
す

既
薙
醒

さ
ん

堤
唇

さ
ん

謡
瀧

ざ
ん

田
村

高
橋

阿
部

１

丹

１３

日

１

月

１３

日

１

月

１５

日

１

月

１５

日

１

月

１７

日

１

月

２３

日

１

月

２５

日

１

月

２７

日

林
坂
西
南
雲
富
沢
佐
藤
南
雲
鋼
持
高
橋

高

一　
さ
ん

定
良

さ
ん

ハ
ル
ノ

さ
ん

タ
ツ

さ
ん

サ
ダ

さ
ん

ジ

ャ
ウ

さ
ん

博

　
さ
ん

ハ
ツ

さ
ん

固  定  資  産  税  (第 4期 )
貸     地     料
納期限は、3月 1日Θです。

□座振替納付の方は、2月 26日⑥に引き落としさ

せていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。
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